
Windows 10 でのファイル共有 

 

 

Windows 10 でのファイル共有は大きく分けて 3 つに分けられています。 

「スタート」→「設定」→「ネットワークとインターネット」→「イーサーネット」→「共

有の詳細オプションを変更する」の中にあります。 

1. プライベート 

2. ゲストまたはパブリック 

3. 全てのネットワーク 

の 3 つです 

設定の仕方は必要に応じて行うわけですが、その他の OS の PC から windows xp と同じよ

うにファイルの共有をしたい場合は次の項目を変更してください。 

 

◎ プライベートの中の「ネットワーク探索を有効にする」と「ファイルとプリンターを共

有を有効にする」にチェックを入れる 

◎ ゲストまたはパブリックの中の「ネットワーク探索を有効にする」と「「ファイルとプ

リンターを共有を有効にする」にチェックを入れる 

◎ 全てのネットワークの「パスワード保護共有を無効にする」にチェックを入れる 

 

以上で Windows Xp 当時と同じ感覚でファイルの共有が可能となりますが、セキュリティ

ーの面ではだいぶ落ちることになりますので、自己責任で行ってください。 

本来は最低でも各パソコンにパスワードを設定して、パスワードがなければ共有できない

ようにすべきでしょう。 
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